
金
滞
古
践
志
品
骨
骨
三

ニ
四

ー-ー

付
、
西
養
寺
第
十
五
世
快
室
、
如
意
坊
与
申
競
を
以
、
寺
競
之
儀
日
一
る
o

是
今
い
ふ
因
幡
堂
号
。
光
裏
座
は
因
幡
固
に
残
り
あ
り
て
、

光
御
門
主
へ
相
願
、
享
保
六
年
=
一
日
翠
雲
寺
与
妥
結
成
。
旦
因
一
是
を
ぽ
薬
師
寺
と
説
し
、
ま
た
大
豆
桑
寺
と
一
室
也
と

o

右
橘
行
平

幡
薬
師
屋
致
後
岸
崩
込
、
居
住
震
に
付
、
泉
野
寺
町
今
之
地
歩
下
一
と
申
す
は
、
大
納
言
橘
好
吉
卿
の
孫
に
て
、
因
幡
国
一
宮
紳
奔
に
下

移
輔
す
。
と
あ
り
o
按
宇
る
に
五
犀
川
橋
爪
の
奮
昔
、
今
二
一
向
し
・
管
室
病
の
患
出
来
、
逮
園
田
舎
の
左
ら
ひ
密
禁
容
な
き

蛤
坂
の
地
登
る
ぺ
し
。
此
地
崩
込
居
住
群
成
に
付
、
寺
町
極
楽
寺
一
に
依
り

τ、
病
気
平
癒
蹄
洛
の
祈
願
あ
り
し
に
・
右
薬
師
の
告
あ
り

の
向
ひ
へ
移
蹄
せ
し
も
の
也
o
延
貨
の
金
津
固
に
J
蛤
坂
の
上
妙
鹿
寺
一
と
て
、
さ
て
行
平
因
幡
の
園
司
と
成
り
、
彼
薬
師
寺
を
建
立
有
り
て

筋
肉
に
薬
師
と
載
せ
た
れ
ど
、
是
は
天
台
宗
薬
王
寺
の
事
た
る
べ
し
。
一
座
光
院
と
改
め
給
ふ
。
と
あ
り
。
共
の
事
貨
の
民
備
は
詳
か
た
ら
宇
と

掠
ま
た
按
守
る
に
・
京
都
に
も
因
幡
堂
平
等
寺
の
薬
師
と
て
名
高
き
一
い
へ

E
も
、
金
津
た
る
因
幡
薬
師
と
同
悌
の
如
〈
聞
ゅ
。
但
し
共
の

薬
師
あ
り
と
い
へ
り
o
彼
の
時
縁
起
を
見
る
民
、
本
妻
師
如
来
御
一
-
来
屋
、
金
津
の
因
幡
薬
師
の
停
話
と
甚
だ
創
飯
し
て
、
そ
の
事
質
大

長
ク
五
尺
一
一
分
、
慈
雲
盤
た
り
o
往
昔
因
幡
闘
賞
留
ま
海
底
ヱ
に
遼
へ
り
。
如
何
友
る
事
か
了
解
し
が
た
し
o

洗
み
て
居
給
ふ
を
、
村
上
天
皇
の
御
世
天
徳
三
年
橘
少
将
行
平
、
図
一
。
西
養
寺
町

幡
聞
の
一
宮
紳
奔
と
し
て
下
向
あ
り
し
時
、
夢
想
の
告
に
依
り
て
彼
一
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
K
・
卯
辰
袋
町
・
川
端
町
・
橋
爪
町

甫
を
苦
し
め
ら
れ
け
る
に
必
海
底
に
光
り
物
あ
り
て
、
既
に
四
十
一
の
を
裏
寺
町
を
載
せ
た
り
。
一
議
三
年
の
火
災
記
に
も
凶
養
寺

年
に
及
べ
る
よ
し
行
平
聞
き
給
ひ
・
漁
夫
に
申
付
け
ら
れ
、
大
網
を
-
町
と
見
b
・
享
保
十
八
年
の
地
子
町
町
名
曹
に
も
木
綿
町
・
元
如
来

ば
梅
中
へ
治
る
し
て
、
そ
の
議
り
の
海
底
を
探
ら
し
め
給
ふ
に
、
楽
寺
町
・
西
養
寺
町
。
と
あ
り
。
明
治
四
年
戸
籍
編
成
の
時
、
此
の
町
名

師
如
来
の
傘
像
を
ぽ
海
底
よ
り
引
揚
げ
た
り
。
依
り
て
共
浦
の
溢
に
を
慶
し
て
上
小
川
町
へ
属
せ
し
め
た
り
。

堂
宇
を
建
立
せ
し
め
ら
れ
、
彼
鍵
像
を
安
置
せ
ら
れ
け
り
。
さ
て
後

O
商
養
寺
前

に
は
行
干
の
亭
宅
を
働
閣
と
た
し
て
、
彼
隼
像
を
ぽ
愛
に
安
置
せ
ら
文
政
四
年
二
月
郡
地
之
ク
所
町
奉
行
支
配
に
成
る
時
・
卯
辰
村
領
新

町
の
川
よ
り
南
は
卯
辰
西
養
寺
前
ξ
町
名
を
建
て
た
り
。
是
も
今
は

上
小
川
町
民
腸
せ
り
。

。
清
澄
山
商
養
寺

天
台
宗
也
。
貞
享
二
年
の
曲
来
書
笠
宮
ふ
。
営
寺
者
越
前
府
中
五
ク

寺
之
一
・
グ
寺
に
而
‘
関
山
盛
由
償
法
師
よ
り
七
代
員
選
‘
利
長
卿
御
蹄

依
倫
に
付
、
越
中
園
守
山
へ
御
入
披
之
時
随
従
仕
。
共
後
宮
山
・
商

岡
御
入
城
之
節
も
被
且
召
建
一
後
高
岡
よ
り
金
滞
八
坂
へ
引
越
、
八
坂

に
寺
治
立
仕
成
、
直
江
安
房
拝
領
地
に
相
成
に
付
、
慶
長
十
七
年
卯

炭
山
に
而
替
地
被
v
下
皆
‘
利
常
卿
よ
り
御
印
書
被
且
成
下
プ
然
鹿
七
十

年
以
前
寺
類
焼
之
問
、
右
御
印
脅
焼
失
仕
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、

府
中
五
ク
寺
は
何
れ
の
寺
々
・
な
ら
ん
か
。
叉
直
江
安
房
は
本
多
元
組

安
易
守
政
震
也
。
政
置
は
佐
渡
守
疋
信
の
次
男
に
て
、
慶
長
七
年
利

長
卿
に
事
仕
し
‘
三
高
石
を
賜
は
り
、
本
多
山
城
と
稀
す
。
然
る
に

同
丸
年
上
杉
景
勝
の
老
臣
直
江
山
城
守
録
績
の
智
養
子
と
成
り
.
直

江
大
和
と
mmし
‘
後
直
江
安
易
と
呼
ぺ
り
、
慶
長
十
六
年
に
利
長
卿

b
師
会
し
、
同
年
八
月
元
の
三
高
石
を
賜
は
り
、
本
多
安
易
と
改
稀

T
。
此
の
時
八
坂
越
に
て
邸
地
を
賜
は
り
た
る
な
ら
ん
。
故
に
翌
十

七
年
、
西
養
寺
の
替
地
を
卯
反
に
て
賜
は
り
た
る
た
る
ぺ
し
。
可
観

金
滞
官
蹴
志
港
時
三

小
説
に
、
小
立
野
波
婚
寺
の
今
の
境
内
は
‘
本
多
安
易
守
復
蹄
の
時

の
居
第
な
り
。
か
き
あ
げ
も
共
時
の
ま
L
也
。
或
老
人
目
〈
.
房
州

始
て
営
地
へ
参
ら
れ
た
る
時
の
屋
敷
た
り
と
。
今
按
宇
る
に
、
右
は

或
老
人
の
続
正
し
く
、
波
渚
寺
の
地
は
初
て
参
ら
れ
し
時
の
邸
地
な

る
ぺ
し
。

O
相
封
動
化
遊
館

年
代
摘
要
に
云
ふ
。
元
総
三
年
卯
辰
西
養
寺
加
越
能
之
三
園
相
封
勧

進
許
可
、
是
相
封
動
化
之
始
也
と
。
按
宇
る
に
‘
右
勧
化
の
事
は
、

改
作
所
奮
飽
に
載
せ
た
る
郡
方
建
書
に
如
v
左
あ
り
。

金
津
卯
辰
天
台
宗
西
養
寺
住
持
営
地
無
線
之
備
、
自
力
を
以
寺
浩
立

難
v
仕
候
問
、
御
領
国
奉
加
仕
度
皆
願
有
v
之
。
則
東
叡
山
執
蛍
衆
ま
で

被
v
及
a
内
談
一
委
曲
建
畠
御
一
聴
-
候
故
、
奉
加
之
俄
勝
手
次
第
之
官
被
v
仰

出
候
由
。
依
ν
之
御
年
寄
衆
h
も
被
且
相
一
建
一
御
領
圏
中
町
方
・
郡
方
不
!

残
被
v

致
E

奉
加
-
候
僚
、
御
郡
方
之
儀
人
々
志
次
第
無
a
遠
慮
-
奉
加
に
入

候
様
可
=
申
置
を
‘
拙
者
共
h
寺
批
御
奉
行
よ
り
申
楽
候
1

就
v
其
御

郡
中
之
俸
は
・
先
年
一
御
改
作
被
且
仰
付
毎
時
分
よ
り
‘
《
蜘
進
奉
加
等

御
停
止
.
百
姓
之
費
無
v
之
様
に
と
被
a
仰
波
一
常
々
改
作
御
奉
行
よ
り

も
致
ゑ
結
縁
故
、
絡
に
御
率
行
よ
り
事
加
勧
進
等
侃
入
候
様
鍋
遁

二
五




